
 

令和元年(2019 年)5 月 10 日 

 

  

第 2号 

令和元年(2019 年) 

5 月 10 日 

金曜日 

目 次 

告示 
○ 埼玉県母子父子寡婦福祉資金貸付金未収金収納事務委託（少子政策課） 

○ 食品衛生管理者等の登録養成施設の名称変更に係る告示（食品安全課） 

○ 豊野用排水土地改良区の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 農用地利用配分計画の縦覧（農業ビジネス支援課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 上尾都市計画道路の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 一般国道 125 号の供用の開始（杉戸県土整備事務所） 

○ 県道阿佐間幸手線の供用の開始（杉戸県土整備事務所） 

○ 一般国道 125 号の占用を制限する区域の指定（杉戸県土整備事務所） 

○ 選挙管理委員会の招集（選挙管理委員会） 

正誤 
○ 埼玉県告示第 333 号中訂正（商業・サービス産業支援課） 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
収
納
事
務
を
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

         

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福

祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第

百
二
十
九
号
）
第
十
三
条
（
同

法
第
三
十
一
条
の
六
及
び
第
三

十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
貸

付
金
に
係
る
未
収
金
の
徴
収
事

務 委

託

事

務 

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
十
六
番

二
十
号 

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

小
林 

英
利 

 

受

託

者

の

住

所

、

名

称 

及

び

代

表

者

氏

名 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で 

委

託

期

間 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
号 

 
食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
十
六
条
（
同
令
第
九
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
六
項
第
三
号
及
び
同
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
養
成
施
設
（
以
下
「
登
録
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
そ
の
名
称
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
二
十
条
第
二
号
（
同

令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

令
和
元
年
五
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

一 

登
録
養
成
施
設
の
名
称 

 
 

東
都
大
学
管
理
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
食
品
衛
生
コ
ー
ス 

二 

変
更
内
容 

 
 

登
録
養
成
施
設
の
名
称 

 
 

（
変
更
前
）
東
都
医
療
大
学
管
理
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
食
品
衛
生
コ
ー
ス 

 
 

（
変
更
後
）
東
都
大
学
管
理
栄
養
学
部
管
理
栄
養
学
科
食
品
衛
生
コ
ー
ス 

三 

変
更
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
五
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

豊
野
用
排
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名

及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
元
年
五
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

飯 

島 
 

 

孝 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
銚
子
口
八
百
六
番
地 

 

同 
 

小 

川 

利 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

藤
塚
二
百
番
地 

 

同 
 

志 
 

和 

博 
 

同 
 

同 
 

 

赤
沼
七
百
十
二
番
地 

 

同 
 

関 

根 

昭
次
郎 

 

同 
 

同 
 

 
同 

千
三
百
二
十
七
番
地 

 

同 
 

岩 

井 
 

 

寿 
 

同 
 

同 
 

 

同 
千
五
百
五
十
九
番
地
一 

 

同 
 

川 

鍋 

三
佐
雄 

 

同 
 

同 
 

 

銚
子
口
六
百
二
十
番
地 

 

同 
 

村 

澤 

孝 

重 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

五
百
七
十
五
番
地 

 

同 
 

島 

村 

藤 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

藤
塚
二
千
二
百
八
十
八
番
地 

 

同 
 

野 

口 

清 

次 
 

同 
 

同 
 

 

同 

八
百
三
十
一
番
地 

 

監
事 

中 

村 

政 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

赤
沼
千
五
十
二
番
地 

 

同 
 

野 

邊 

光 

久 
 

同 
 

同 
 

 

銚
子
口
二
百
二
十
九
番
地 

 

同 
 

日 

向 

武 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

六
軒
町
百
九
十
四
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

飯 

島 
 

 

孝 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
銚
子
口
八
百
六
番
地 

 

同 
 

志 
 

和 

博 
 

同 
 

同 
 

 

赤
沼
七
百
十
二
番
地 

 

同 
 

関 

根 

喜 

一 
 

同 
 

同 
 

 

同 

千
三
百
二
十
五
番
地 

 

同 
 

島 

田 

利 

男 
 

同 
 

同 
 

 

同 

千
五
百
十
四
番
地 

 

同 
 

川 

鍋 

三
佐
雄 

 

同 
 

同 
 

 

銚
子
口
六
百
二
十
番
地 

 

同 
 

小
守
谷 

富 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

千
二
百
十
八
番
地 

 

同 
 

島 

村 

藤 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

藤
塚
二
千
二
百
八
十
八
番
地 

 

同 
 

小 

川 

利 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

同 

二
百
番
地 

 

同 
 

野 

口 

清 

次 
 

同 
 

同 
 

 

同 

八
百
三
十
一
番
地 

 

監
事 

中 

村 

政 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

赤
沼
千
五
十
二
番
地 

 

同 
 

木 

崎 

信 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

銚
子
口
五
十
八
番
地 



 

同 
 

日 

向 

武 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

六
軒
町
百
九
十
四
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
号 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

な
お
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
埼
玉
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

令
和
元
年
五
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

 
 

        

石
井 

勝
己 

飯
嶋 

竹
夫 

新
井 

彌
一
郎 

新
井 

正
彦 

熱
田 

幸
作 

白
子 

眞
澄 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
百
二
十
三
番

一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
板
井

字
氷
川
七
百
三
十
一

番 埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
稲
荷
前
百
九
十
九

番
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
一
番
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
字
深
田
二
十
九
番

一
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

見
沼
区
大
字
上
山
口

新
田
字
大
山
二
百
五

十
二
番 所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

四
、
六
六
一 

一
、
〇
〇
六 

一
、
九
四
五 

六
、
五
八
〇 

一
九
、
一
五
三 

三
、
二
二
五 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



 
 

           

株
式
会
社
え
も
り

農
園 

株
式
会
社
ウ
エ
テ

ッ
ク 

株
式
会
社
い
し
か

わ
フ
ァ
ー
ム 

金
井 

和
夫 

岡
田 

祐
一 

岡
田 

晃 

大
島 

勝
弥 

大
島 

幸
三
郎 

江
守 

昇 

泉 

二
良 

石
井 

誠 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
塚

字
東
沢
二
十
三
番
一

ほ
か
十
七
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
塚

字
大
谷
田
六
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
南
本
郷
百
六
十
番

ほ
か
六
十
九
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
上
本
郷
千
六
十
八

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
字
明
戸
千
五
百
四

十
八
番
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
社
口
九
百
八
十
一

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
中

条
字
土
腐
五
百
九
十

三
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
女
塚
四
百
七
十
五

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
中

条
字
田
谷
六
十
二
番

ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
葉
草
西
千
五
百

四
十
三
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
二
十
番
一
ほ

か
二
筆 

四
四
、
一
五
七 

一
二
、
七
四
五 

八
九
、
三
三
九 

九
、
二
五
四 

七
四
〇 

一
〇
、
九
九
〇 

八
七
〇 

九
、
九
八
四 

一
八
、
三
五
八 

五
、
九
九
一 

四
、
七
八
五 



 
 

           

谷
津 

明 

田
口 

英
樹 

高
橋 

好
雄 

大
﨑 

進 

小
林 

義
明 

ク
ラ
セ
カ
ラ 

バ

ン
ダ
ラ 

鯨
井 

章
男 

鯨
井 

健
司 

株
式
会
社
フ
ァ
ー

ム
く
ま
が
や 

株
式
会
社
フ
ァ
ー

ム
小
澤 

株
式
会
社
太
陽
フ

ァ
ー
ム
奈
良 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市
日
向

字
観
音
寺
八
番
ほ
か

一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
十
番
一
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
赤
城
四
百
二
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
塚

字
生
田
塚
百
四
十
三

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
中

条
字
土
腐
五
百
三
十

四
番
一
ほ
か
二
十
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
日
向

字
内
窪
三
百
九
十
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
曽

根
字
北
浦
四
百
九
十

一
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
曽

根
字
西
川
原
九
百
二

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
中

条
字
鎧
塚
三
百
四
十

七
番
ほ
か
二
十
七
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
石
代
五
百
二
十
九

番
ほ
か
六
十
二
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
原
巽
二
百
四
十

二
番
一
ほ
か
七
筆 

二
、
二
〇
一 

七
、
八
二
一 

四
、
一
七
〇 

三
、
八
六
一 

三
七
、
八
四
二 

二
、
一
四
一 

八
、
八
八
七 

六
、
九
九
三 

三
七
、
三
〇
〇 

九
二
、
一
五
〇 

一
四
、
二
六
二 



 
 

           

堀
口 

秀
雄 

堀
口 

健
一 

福
田 

伸
一 

深
谷 

文
夫 

濱
野 

信
也 

長
谷
川 

順
一 

農
事
組
合
法
人
小

原
営
農 

夏
目 

亮
一 

中
村 

裕
之 

中
島 
一
仁 

中
澤 

敬
明 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
七
十
七
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
九
番
一
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
柴
字

東
百
十
八
番
一
ほ
か

五
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
千
代

字
在
家
三
百
六
十
二

番
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
赤
城
三
百
九
十
六

番 埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
原
乾
五
百
八
十

番
七
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
字
唐
篠
谷
七
十
四

番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
三
番
ほ
か
十

三
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
字
切
久
保
八
百
五

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
中

条
字
田
谷
七
十
五
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
曽

根
字
東
浦
百
三
十
四

番
一
ほ
か
二
十
二
筆 

一
、
六
三
二 

七
、
二
五
五 

二
、
七
二
五 

一
、
〇
六
五 

二
、
六
六
一 

三
、
七
一
三 

一
〇
、
二
四
一 

一
四
、
九
九
九 

三
、
〇
四
四 

五
、
八
八
二 

一
〇
、
四
三
〇 



 
 

           

相
上 

清
松 

吉
野 

正
義 

有
限
会
社
中
条
農

産
サ
ー
ビ
ス 

山
崎 

俊
孝 

村
田 

茂 

村
田 

昇 

三
澤 

堅
二 

丸
山 

直
紀 

松
本 

和
市 

松
村 
捷
夫 

松
岡 

久
夫 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

関
根
字
蓮
ケ
原
一
番

一
ほ
か
三
百
十
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
日
向

字
内
窪
四
百
十
番
ほ

か
四
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
今
井

字
赤
城
三
百
九
十
八

番
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
曽

根
字
西
川
原
八
百
九

番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
七
十
二
番
二

ほ
か
十
八
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
池
上

字
鶴
卷
十
五
番
一
ほ

か
五
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
塚

字
前
浦
百
五
十
六
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
葉
草
南
千
八
百

三
番
二 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
葉
草
西
千
五
百

二
十
二
番
二 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
葉
草
西
千
五
百

七
十
一
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
塚

字
生
田
塚
百
四
十
四

番
一
ほ
か
一
筆 

二
四
七
、
〇
九
一 

四
、
二
二
六 

三
九
、
三
八
三 

六
、
三
〇
八 

二
一
、
九
一
七 

八
、
四
八
二 

二
、
三
五
三 

二
、
三
五
〇 

二
八
一 

二
、
〇
六
八 

一
、
九
四
七 



 

           

村
田 

茂 

三
ツ
木 

宏
之 

堀
口 

秀
雄 

農
事
組
合
法
人
見

沼
八
王
子 

夏
目 

亮
一 

河
野 

茂
夫 

加
村 

政
寿 

株
式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｅ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ 

株
式
会
社
竹
井
農

産 株
式
会
社
あ
ら
い

農
産 

椛
田 

佳
克 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
熊
谷
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
行
田
市 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

小
敷
田
字
高
根
四
百

八
十
六
番
一
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
行
田
市
大
字

野
字
南
四
千
百
十
一

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

小
敷
田
字
道
下
三
百

六
十
六
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
行
田
市
大
字

下
中
条
字
野
際
二
百

五
十
二
番
一
ほ
か
二

十
二
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

小
敷
田
字
竹
町
二
百

六
十
番
二 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

真
名
板
字
堂
裏
千
五

百
六
十
九
番
一
ほ
か

一
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

下
忍
字
東
谷
二
千
五

百
五
十
一
番
ほ
か
三

十
四
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

北
河
原
字
田
出
牛
二

百
九
十
三
番
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
行
田
市
大
字

埼
玉
字
下
屋
敷
通
四

千
六
百
七
十
五
番
一

ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

下
須
戸
字
中
沼
三
百

八
十
四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

関
根
字
蓮
ケ
原
二
百

八
十
二
番 

一
、
四
〇
五 

二
、
三
九
四 

一
、
五
一
四 

二
九
、
一
三
七 七 

一
、
八
五
七 

二
四
、
六
八
七 

一
六
、
五
九
六 

五
、
八
三
〇 

五
、
八
〇
八 

六
九
七 



 

           

株
式
会
社
お
ぐ
ら

ラ
イ
ス 

株
式
会
社
お
お
や

農
園 

金
子 

操 

小
野
原 

正
雄 

小
野
原 

新
吉 

大
熊 

孝
治 

内
田 

隆 

今
成 

正
芳 

石
井 

隆
志 

天
野 
芳
明 

村
田 

健
士 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
五
反
田
七
百
三
十

八
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
三
軒
千
九
百
十
六

番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
五
反
田
六
百
八
十

九
番
一
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
二
百

五
番
三 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
上
八
百
四

十
九
番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
辻

字
芝
原
九
百
八
十
三

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
四
十
九

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
上
八
百
二

十
八
番 

埼
玉
県
加
須
市
北
辻

字
芝
原
九
百
七
十
二

番 埼
玉
県
加
須
市
北
辻

字
善
僧
八
十
九
番 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

野
字
南
四
千
百
十
五

番 

八
、
六
九
七 

九
、
四
三
一 

七
、
三
三
七 

四
四
九 

三
、
五
七
一 

一
、
〇
七
一 

四
、
四
一
〇 

四
九
六 

一
、
〇
七
四 

二
、
〇
〇
九 

一
、
二
七
〇 



 
 

           

中
村 

悟 

谷
山 

栄
一 

田
口 

長
正 

田
口 

昭
規 

関
根 

栄
治 

佐
藤 

充
宏 

齋
藤 

茂
雄 

齋
藤 

一
夫 

小
林 

行
勇 

株
式
会
社
は
ぎ
は

ら
農
園 

株
式
会
社
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
川
島 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
六
十
二

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
三
百
三
番
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

字
関
下
五
百
四
十
四

番
一
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

字
中
間
八
百
七
十
四

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
三
百
十
二
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
五
反
田
八
百
二
十

八
番
一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
八
十
四

番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
七
十
一

番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
三
百
十
五
番 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
中
新
田
千
百
五
十

四
番
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

字
関
下
四
百
五
十
八

番
一
ほ
か
五
筆 

二
、
一
二
七 

四
、
七
二
八 

九
、
一
二
四 

八
二
〇 

三
、
〇
〇
六 

三
、
四
八
七 

四
、
〇
五
八 

五
、
三
九
〇 

九
九
九 

一
一
、
二
七
五 

四
、
〇
〇
一 



 
 

           

ア
サ
ヒ
農
研
株
式

会
社 

ア
グ
リ
グ
リ
ー
ン

株
式
会
社 

秋
葉 

喜
平 

秋
庭 

功 

渡
邉 

正
昭 

渡
邉 

茂 

渡
邉 

克
行 

吉
澤 

安
夫 

福
田 

則
雄 

根
岸 
哲
夫 

中
森
農
産
株
式
会

社 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
加
須
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
赤
城

字
大
和
田
八
百
六
十

二
番
ほ
か
三
十
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
五
百
六
十
二

番
一
ほ
か
七
十
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
常
光

字
谷
島
二
千
八
十
九

番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
野
新
田
六
百
六
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
三
百
九
番
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
七
十
九

番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
城
附
五
百
六
十
五

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
十

八
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
三
千
九
百
六
十
八

番
ほ
か
一 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
二
百
四
十
三

番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
岡
古

井
字
道
上
三
百
四
十

五
番
ほ
か
七
筆 

四
六
、
一
六
四 

九
二
、
一
〇
九 

九
八
九 

一
、
〇
五
〇 

三
、
九
五
五 

六
、
二
一
〇 

七
九
九 

九
五
七 

九
、
五
五
〇 

一
三
、
九
九
〇 

一
一
、
一
九
九 



 
 

           

岩
崎 

新
一 

今
井 

健 

石
井 

雄
一 

飯
野 

康 

安
藤 

伸
雄 

安
藤 

精
一 

荒
川 

功 

荒
井 

光
弘 

荒
井 

政
男 

新
井 
浩
一 

荒
井 

隆 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
谷
道
上
二
千
二
百

二
十
四
番
一
ほ
か
十

一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
長
樋
下
千
七
百
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
外
宮
前
三
百
二
十

三
番
一
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
長
樋
下
千
七
百
十

二
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
太
田
切
三
千
四
百

十
四
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
堤
向
五
千
九
百
四

十
二
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
広
田

字
子
宮
五
千
二
百
二

十
六
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
野
新
田
六
百
七
十

四
番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
常
光

字
川
辺
三
百
六
十
三

番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
二
百
十
一
番

一
ほ
か
二
十
七
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
株
柳
三
千
二
百
六

十
八
番
一
ほ
か
二
筆 

九
、
〇
五
四 

一
、
二
一
八 

一
三
、
三
六
〇 

九
八
五 

六
、
九
一
八 

四
〇
四 

一
七
、
一
一
〇 

五
、
八
七
四 

六
、
五
一
二 

二
〇
、
九
七
六 

二
、
九
二
三 



 
 

           

木
村 

哲
男 

加
村 

政
寿 

岡
田 

林
三 

岡
﨑 

誠 

岡
﨑 

恵
一 

大
塚 

征
一 

大
塚 

勇 

大
賀 

文
吉 

内
田 

浩
幸 

岩
﨑 
好
男 

岩
﨑 

正
司 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
小
宮
浦
二
千
五
百

十
二
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
市
ノ

縄
字
中
耕
地
三
百
四

十
九
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
野
新
田
九
百
九
十

四
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
薬
師
前
四
千
三
百

三
十
七
番
ほ
か
二
十

三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
埜
端
四
千
六
百
七

十
三
番
一
ほ
か
十
一

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷

字
上
川
面
千
百
五
十

番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷

字
西
ケ
崎
百
三
十
二

番
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
会

下
字
八
幡
西
七
百
七

十
四
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
五
百
二
十
五

番 埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
堂
通
六
千
五
十
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
小
宮
浦
二
千
五
百

六
十
四
番
一 

一
一
、
六
五
一 

一
、
八
九
〇 

二
、
〇
〇
一 

一
六
、
三
一
九 

六
、
七
七
二 

四
、
八
七
六 

九
、
三
四
〇 

五
、
三
六
六 

二
、
〇
〇
〇 

三
、
六
五
八 

九
七
五 



 

           

清
水 

新
一 

島
田 

豊 

島
田 

一
男 

篠
崎 

裕
雄 

坂
本 

精
吾 

齋
藤 

健
一 

小
谷
野 

三
郎 

小
林 

洋
一 

河
野 

國
一 

黒
沼 
浩
二 

鯨
井 

敏
夫 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
主
計
屋
敷
千
四
百

二
十
四
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
安
養

寺
字
宿
浦
四
百
六
十

八
番
一
ほ
か
七
十
三

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
登
戸

字
野
郷
地
五
百
八
十

番
ほ
か
二
十
五
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
川
面

字
前
谷
五
百
五
十
三

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
赤
城

字
大
和
田
八
百
五
十

八
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
小
宮
浦
二
千
四
百

八
十
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
四
百
二
十
八

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
小
谷

字
三
耕
地
千
七
百
三

十
六
番
二
ほ
か
三
十

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
糖
田

字
本
田
弐
ノ
割
千
七

百
四
十
二
番
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
さ
が
へ
と
二
百
番

一
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
土
腐
二
千
九
百
六

十
七
番
二 

二
一
八 

五
九
、
八
二
六 

一
九
、
五
三
三 

九
九
七 

八
、
五
二
一 

九
七
一 

三
、
六
一
二 

二
五
、
三
五
七 

二
、
八
六
二 

六
、
三
一
八 

四
八
四 



 

           

長
島 

久
雄 

長
島 

善
一 

長
島 

榮 

常
見 

豊 

田
沼 

茂 

田
島 

清 

武
井 

正
夫 

瀧
澤 

則
雄 

高
橋 

恒
男 

鈴
木 
三
郎 

白
根 

金
明 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
桶
川
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷

字
道
郡
五
百
七
番
一

ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷

字
内
谷
二
千
四
百
五

十
一
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
堂
通
六
千
六
十
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
安
養

寺
字
宿
浦
五
百
二
十

八
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
沖
埜
二
百
八
十
三

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
糖
田

字
本
田
三
ノ
割
二
千

二
百
十
三
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
糖
田

字
本
田
弐
ノ
割
千
八

百
八
十
九
番
ほ
か
四

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
舟
入
五
千
九
百
四

十
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
小
谷

字
壱
耕
地
百
十
九
番

一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
二
百
十
一
番

二 埼
玉
県
鴻
巣
市
新
井

字
中
道
上
六
百
八
十

三
番
一
ほ
か
五
十
筆 

八
、
一
二
一 

九
九
五 

二
、
八
六
八 

五
、
四
九
〇 

二
、
七
九
八 

一
、
四
二
二 

四
、
三
一
六 

九
四
九 

六
、
八
七
八 

二
、
六
〇
六 

二
一
、
六
二
三 



 
 

           

藤
村 

孝 

藤
井 

廣
一 

肥
留
川 

宏
一 

肥
留
川 

浩 

白
田 

雄
助 

野
﨑 

桂
一 

新
島 

喜
美
男 

中
根 

栄
良 

長
島 

康
文 

長
島 
光
子 

中
島 

正
雄 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
久
喜
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
三
反
田
六
千
八
十

七
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷

字
上
川
面
九
百
三
十

八
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
小
宮
浦
二
千
八
百

二
十
九
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
主
計
屋
敷
千
四
百

八
十
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
糖
田

字
本
田
五
ノ
割
二
千

六
百
六
十
八
番
一
ほ

か
八
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
沖
埜
二
百
十
六
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
岡
千
三
百
八
十
六

番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
長
海
塚
千
八
十
六

番 埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
野
新
田
八
百
八
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
二
貫
野
四
百
十
三

番
二
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
土
腐
二
千
九
百
八

十
一
番
一 

九
五
〇 

八
、
六
〇
六 

九
九
八 

四
、
三
四
五 

六
、
三
一
七 

二
、
二
八
六 

六
九
七 

四
九
五 

七
五
三 

一
、
九
一
一 

九
九
一 



 
 

           

渡
邊 

新
一 

渡
邊 

繁 

吉
田 

和
好 

吉
岡 

勇 

矢
部 

明 

森
田 

政
幸 

村
松 

昌
樹 

宮
永 

始 

三
ツ
木 

宏
之 

堀
越 
勉 

細
野 

正
夫 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原

字
前
新
田
千
三
百
番

一
ほ
か
十
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
糖
田

字
本
田
五
ノ
割
二
千

五
百
七
十
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
壱
ノ
耕
地
百
十

六
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
埜
端
四
千
六
百
六

十
八
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷

字
岡
二
百
八
十
番
一

ほ
か
十
五
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
中
谷
二
千
百
六
十

四
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
小
谷

字
壱
耕
地
百
九
十
五

番 埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地

字
谷
道
上
二
千
二
百

七
十
三
番
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
屈
巣

字
柿
木
三
千
六
十
七

番
ほ
か
二
十
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
八
幡

田
字
道
下
十
二
番
ほ

か
四
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
北
根

字
北
根
八
百
七
番
ほ

か
三
筆 

二
、
二
六
九 

五
一
二 

四
、
七
二
〇 

一
、
七
一
二 

九
、
一
一
九 

二
四
八 

二
、
一
三
〇 

九
四
四 

一
九
、
四
二
一 

二
、
九
六
九 

四
、
〇
九
九 



 
 

           

服
部 

勇 

成
塚 

廣 

常
見 

淳 

田
中 

理
之 

染
谷 

益
夫 

齋
藤 

俊
夫 

黒
須 

正
美 

菊
池 

正
彦 

菊
池 

和
夫 

荒
井 
正
男 

神
田 

秀
昭 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊

奈
町 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
越
谷
市 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
三
百

二
十
三
番
二 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

三
十
六
番
一
ほ
か
九

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

二
十
二
番
一
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
百
八

十
二
番
一 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

四
十
四
番
一
ほ
か
九

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
堤
外
千
四
百

八
十
九
番
一
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

三
十
番
一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
四
百

三
十
二
番
一
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

五
十
四
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

八
十
五
番
二
ほ
か
二

十
筆 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字

大
松
字
深
石
二
百
五

十
三
番
一
ほ
か
五
筆 

四
六
八 

五
、
二
七
四 

五
、
六
三
五 

八
九
九 

四
、
七
〇
八 

一
、
九
九
七 

五
、
六
三
九 

二
、
六
四
五 

一
、
八
九
二 

八
、
九
七
三 

五
、
七
三
〇 



           
関
口 

守
一 

坂
巻 

一
郎 

近
藤 

行
雄 

近
藤 

勇 

黒
川 

英
巳 

荻
野 

俊
幸 

池
田 

昌
生 

荒
井 

利
二 

荒
井 

健
造 

増
田 

善
久 

服
部 

賢
治 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
蓮
田
市 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
左
京
二
千
三

百
五
番
三
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
六
十
二

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

三
十
七
番
一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

五
十
八
番
一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
八
番
ほ

か
六
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
六
十
三

番 埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
左
京
二
千
三

百
七
十
四
番
一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

四
十
二
番 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
四
十
七

番
一 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
三
百

四
十
四
番
一 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字

閏
戸
字
前
田
千
二
百

六
十
三
番
一
ほ
か
六

筆 

九
一
八 

九
五
七 

四
四
三 

三
九
三 

二
、
八
八
九 

四
九
六 

二
七
二 

四
九
七 

四
五
九 

九
四
三 

四
、
一
八
三 



 

           
株
式
会
社
内
野
農

場 飯
島 

茂 

新
井 

隆 

有
限
会
社
神
扇
農

業
機
械
化
セ
ン
タ

ー 和
田 

敏
雄 

山
崎 

正
明 

安
野 

勝
己 

原 

伸
一 

林 

信
久 

林 

成
一 

中
村 

孝
子 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
幸
手
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
坂
戸
市 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
東
部
八
番
ほ

か
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
西
五

百
六
十
九
番
一
ほ
か

二
十
四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
松
永
字
新
堀

町
百
三
十
三
番
六 

埼
玉
県
幸
手
市
平
須

賀
一
丁
目
百
二
十
番

ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
左
京
二
千
二

百
七
十
六
番
二 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

五
十
七
番
一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
十
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
舛
田
九
番
一

ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

三
十
六
番
一
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

三
十
八
番 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

赤
尾
字
長
島
二
千
百

七
十
八
番
二
ほ
か
一

筆 

二
、
三
八
五 

二
〇
、
四
四
七 

四
九
五 

一
三
、
八
〇
八 

一
七
八 

三
七
三 

八
五
八 

三
、
三
五
三 

一
、
八
二
一 

四
九
八 

三
九
七 



 
 

           

野
口 

和
利 

遠
山 

定
男 

染
谷 

勇
一 

関
口 

英
男 

杉
山 

進 

小
森
谷 

千
春 

小
島 

秀
文 

小
久
保 

良
行 

神
田 

清 

株
式
会
社
比
企
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
沼
田
フ

ァ
ー
ム 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 埼
玉
県
東
松
山
市 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
東
部
二
百
六

十
一
番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
八
ツ
林
字

開
町
九
百
十
番
一
ほ

か
八
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
一
番
町
七
十
七

番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
八
ツ
林
字

柳
町
五
百
九
十
番
一

ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
三
番
町
四
百
六

十
五
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
白
井
沼
字
上

沖
田
六
十
番
一
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
本
村

前
四
百
七
十
三
番
一

ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
西
六

百
八
十
四
番
一
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

八
反
町
七
百
十
五
番

一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
下
八
ツ
林
字

檜
町
六
百
二
十
五
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
鳥
羽
井
新
田

字
四
番
八
百
五
十
九

番
一
ほ
か
五
筆 

七
、
三
七
二 

六
、
九
五
七 

四
三
三 

六
、
五
七
九 

二
、
九
九
二 

三
、
八
一
八 

二
、
八
五
一 

二
、
八
一
四 

二
、
三
三
二 

一
、
二
八
四 

四
、
三
〇
一 



 
 

           

農
事
組
合
法
人
ト

ー
ワ
フ
ァ
ー
ム 

農
事
組
合
法
人
小

園
営
農
組
合 

株
式
会
社
Ｔ
．
Ｎ
．

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ 

矢
部 

勇 

矢
部 

義
一 

矢
内 

光
秋 

丸
山 

祐
市 

松
上 

悟
史 

二
松 

正
憲 

原
口 
政
樹 

野
澤 

光
雄 

埼
玉
県
深
谷
市 

埼
玉
県
大
里
郡
寄

居
町 

埼
玉
県
児
玉
郡
神

川
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
滑

川
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
洞
尻

二
百
八
十
四
番
ほ
か

二
十
七
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
小
園
字
冨
士

前
三
百
九
十
六
番
ほ

か
七
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
新
里
字
中
北

原
六
百
四
十
九
番
一

ほ
か
六
十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
本
村

前
四
百
一
番
一
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
新
田

前
三
百
三
十
九
番
二

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
東
野
三
十
九

番
ほ
か
百
八
十
九
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
八
ツ
林
字

船
原
町
三
百
九
十
三

番
一
ほ
か
十
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
三
番
町
三
百
五

十
三
番
二 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
南
園
部
字
五

反
田
二
百
四
十
二
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
戸
守
字
寿
江

百
二
十
八
番
一
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
北
園
部
字
亀

ノ
尻
四
百
四
十
二
番

一
ほ
か
一
筆 

二
一
、
六
三
〇 

五
、
五
七
五 

八
四
、
〇
三
二 

三
、
七
六
一 

一
、
九
三
五 

一
六
八
、
七
一
三 

一
一
、
二
四
七 

九
三
一 

一
、
九
一
〇 

二
、
八
四
二 

九
六
九 



二 

申
請
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日
か
ら
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
ま
で 

五 

意
見
書
の
提
出
先 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

   

農
事
組
合
法
人
吉

川
糧
農 

青
木 
邦
夫 

松
村 

明 

埼
玉
県
吉
川
市 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町 

埼
玉
県
北

飾
郡
松

伏
町
大
字
下
赤
岩
字

広
島
通
二
千
五
十
五

番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
木
野
川
字

堤
外
三
番
ほ
か
四
十

四
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
小
園
字
冨
士

前
四
百
十
七
番 

一
、
四
〇
七 

二
六
、
七
九
七 

一
、
〇
六
四 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
白
岡
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

白
岡
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
水
準
測
量
及
び
現
況
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

白
岡
市
白
岡
及
び
篠
津
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
号 

 
平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
一
年
三

月
二
十
九
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
狭
山
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
九
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

久
喜
市
大
字
上
内
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
五
日
か
ら
令
和
二
年
五
月
三
十
一
日
ま
で 

 



 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 

上
尾
都
市
計
画
道
路
一
・
四
・
一
号
高
速
埼
玉
中
央
道
路
及
び
三
・
一
・
一
号
上
尾
バ
イ
パ

ス
線 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

（
一
・
四
・
一
号
高
速
埼
玉
中
央
道
路
） 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

上
尾
市
大
字
地
頭
方
、
大
字
堤
崎
の
各
一
部 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

上
尾
市
大
字
地
頭
方
、
大
字
堤
崎
の
各
一
部 

 

（
三
・
一
・
一
号
上
尾
バ
イ
パ
ス
線
） 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

な
し 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

上
尾
市
大
字
堤
崎
の
一
部 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
、
上
尾
市
都
市
整
備
部 

都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日
か
ら
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
ま
で 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
一
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
五
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

  
 



 

 

一
般
国
道
百
二
十
五
号 

路 
 

線 
 

名 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
三
七
七
番
地
先
か
ら

同
市
高
柳
字
溜
井
二
九
六
二
番
一
地
先
ま
で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
元
年
五
月
十
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
三
号
で

告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長 

八
三
・
八
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
五
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

  
 



 

 

阿
佐
間
幸
手
線 

路 
 

線 
 

名 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
九
三
五
番
二
地
先
か

ら
同
市
高
柳
字
溜
井
二
三
六
三
番
五
地
先
ま

で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
元
年
五
月
十
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
四
号
で

告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で

あ
る
。 

 

延
長 

一
三
九
・
一
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
五
月
十
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及
び

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
元
年
五
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

一
般
国
道 

一
二
五
号 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
三
七
七
番
地
先
か
ら
同
市
高
柳
字
溜
井 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
九
六
二
番
一
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
元
年
五
月
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
二
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

令
和
元
年
五
月
十
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

  

令
和
元
年 

五
月
十
六
日
（
木
） 

午
後
二
時 

令
和
元
年 

五
月
十
四
日
（
火
） 

午
後
二
時 

日 
 

 

時 
選
挙
管
理
委
員
会
室 

場 
 

 

所 

１ 

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
当

選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
に
つ
い
て 

２ 

そ
の
他 

議 
 

 
 

 

題 



正

誤 

  
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号
（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
第
三
千
九
十
三
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 
行 

一 
 

 
 

前
か
ら
二
十
二 

 

誤 （
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 
面
積 

二
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

正 （
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

三
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

二 
 

 
 

前
か
ら
十
五 

誤 （
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
① 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
② 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
③ 

午
前
六
時
か
ら
午
前
八
時
三
十
分 

 

正 （
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
① 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
② 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
③ 

午
前
六
時
か
ら
午
前
八
時
三
十
分 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
④ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 
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